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本日の内容 
 

1. 機関リポジトリ 
 

2. DOI付与への期待（担当者として） 
 

3. JaLCへの期待、聞き取り調査 



自己紹介 
• DRF（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ連合）広報、企画WG 
• JaLC普及分科会委員 
• 日本医学図書館協会認定資格運営委員 



1. 機関リポジトリ 



オープンアクセスの実現方法 1 
• オープンアクセスジャーナル（Gold OA） 

 
▫ 従来の予約購読型以外のビジネスモデルの雑誌 
▫ 著者支払型・ハイブリッド型など 
▫ 大半は中小規模、新規刊行タイトル 
▫ 品質・掲載論文数は様々 

三根：「オープンアクセスと機関リポジトリの概要」,2012 



オープンアクセスの実現方法 2 
• セルフアーカイビング（Green OA） 

 
▫ 著者のウェブサイト 
▫ プレプリントサーバー（arXiv.org） 
▫ 政府主導型分野別サーバー（PMC） 

三根：「オープンアクセスと機関リポジトリの概要」,2012 

機関リポジトリ 



国内機関リポジトリの現状 
• 採用プラットフォーム 
▫ Dspace 
▫ XooNips 
▫ Eprints 
▫ WEKO 
▫ ほか 



国内機関リポジトリの現状 n=201 

機関リポジトリ一覧：http://www.nii.ac.jp/irp/list/ : 2012.11 

Dspace=115 

WEKO=39 

http://www.nii.ac.jp/irp/list/


機関リポジトリでのURI 
• URLはサーバーの変更などで変わり得る 
• 資料への永続的なアクセスを保証したい 

DRF新任担当者研修：「メタデータ概論」,2012 

ハンドルシステム 
• URLの形で使える 
• 永続性を保証する 



永続性を支える仕組み 

DRF新任担当者研修：「メタデータ概論」,2012 

http://hdl.handle.net/10130/2845 

ハンドルシステムの 
基幹サーバーのURL 

東京歯科大学を 
示す番号 

 
プレフィックス 

リポジトリ内の 
アイテムを示す番号 

 
サフィックス 



ハンドルシステムの採用状況 n=115 

採用=94 

なし=21 



ハンドルシステムを導入しない理由 
• Dspaceだけど導入しなかった 

 
▫ CNRI（海外）への支払い手続きが面倒だった 
▫ URIがなくても支障ないと判断した 
▫ 大学が無くなくなってしまうようなケースくらいしか想定でき
なかった 



ハンドルシステムを導入しない理由 
• Dspaceでないから導入しなかった（できなかった） 

 
▫ 将来的に対応可能になるのを期待 
▫ ハンドルの様子を見たい 
▫ プラットフォームの選択にハンドルが材料にならなかった 
▫ 機能が実装されていれば導入したかも・・・ 



2. DOI付与への期待（担当者として） 



リポジトリ担当者としての期待 
• 医中誌Webからリポジトリにリンク 
• PubMedからリポジトリにリンク 















これは実現可能ですよね？ 
• 実現可能な理由 

JaLCにより 
日本語の論文にDOI付与が可能 













その他の希望 
• JaLC DOIがハンドルの代替になればコストメリットも 

 
• リポジトリ側のシステム改修はないと良い 

 

お金も手間もかけたくない 



3. JaLC（DOI）への期待、聞き取り調査 



日本国内でDOI発行ができるようになり、リ
ポジトリにも付与できるようになるんですよ。 

教養紀要 学内学会誌 英文紀要 
本学教員 

これからの 老舗私大 DRF 
IR関係者 

ほか 



聞き取り調査結果 
システムの移行の時に有効！ / 研究者へのアピールになる？ / もちろん紀要への付
与 / やり方次第でコストメリットも / リポジトリのアピール / その代り、永続性が問われ
る？ / 研究年報の登録に楽かも / 可視性向上につながるだろう / 特に期待している
ことはありません / 日本語じゃ情報公開にならない / コストよりは可視性の方が大事 / 
大学業務としての継続性が大事 / 論文固有のURIがあるのは良い / 大学がなくなっ
ても検索可能なのは良い / システム独自で割り当てるものでないのが良い / 検索に
便利 / 参考文献にdoiしかかけない雑誌がある / アクセスが容易になる / Doi付与に
より、出版と公開のメリット、デメリット / 先行性の確保につながる / 技術情報を含む
日本語情報が豊かになるであろうこと / 情報流通のための国策でないとだめ / 情報基
盤を他の国に頼ってはだめ / 日本の学術系出版社は海外の出版社と規模も体力も
異なるのでそれにあわせてDOIの使い方を普及させないといけない / 出版社（プレ
フィックス）の統廃合等で、どうしてもDOIを大きくうごかさないといけないことがあった場
合、国内事情で対応したい。 / 恒久的に残る文献の識別にDOIを記述することが望
ましい / 電子Onlyの論文が増えている中で、巻号ページのない論文の識別子として
DOIの役割が増していく 



意見を分類 
 

• DOI付与への期待 
▫ 著者としての期待 
▫ 登録者としての期待 

 
• JaLCで付与されることへの期待 



著者としての立場 
• 可視性向上 
▫ もちろん紀要への付与 
▫ 可視性向上につながるだろう 
▫ アクセスが容易になる 
▫ 論文固有のURIがあるのは良い 
▫ 参考文献にDOIしかかけない雑誌がある 
▫ 先行性の確保につながる 
▫ 恒久的に残る文献の識別にDOIを記述することが望ましい 
▫ 電子Onlyの論文が増えている中で、巻号ページのない論文
の識別子としてDOIの役割が増していく 

▫ 大学がなくなっても検索可能なのは良い 



登録者としての立場 
• システム 
▫ システムの移行の時に有効！ 
▫ システム独自で割り当てるものでないのが良い 
▫ やり方次第でコストメリットも 
 

• アピール 
▫ 研究者へのアピールになる 
▫ リポジトリそのもののアピール 



JaLCで付与されることへの期待 
• 情報流通のための国策でないとだめ 
• 情報基盤を他の国に頼ってはだめ 
• 出版社（プレフィックス）の統廃合等で、どうしてもDOI
を大きくうごかさないといけないことがあった場合、国内事
情で対応したい 

• 日本の学術系出版社は海外の出版社と規模も体力
も異なるのでそれにあわせてDOIの使い方を普及させな
いといけない 

• 技術情報を含む日本語情報が豊かになるであろうこと 



アンチ？な意見 
• 特に期待していることはありません 

 
• リポジトリの永続性が真に問われるのでは？ 



聞き取り調査をしての感想 
• 研究者だからといって、DOIを分かっているわけでない 

 
• DOI付与は研究者にとってリポジトリ登録の動機づけに
なるかも 
 

• DOIへの期待＝JaLC への期待 でも良い？ 
 



まとめ 
 

• DOI付与への期待は高い 
 

• 国内でDOIを発行することの意味はある 
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